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警告：合計が違います 警告：合計が違います
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全日本教員バスケットボール選手権大会
「おいでませ！山口国体バスケットボール競技リハーサル大会」

10A4

期
日

2010年（平成22年) 8月10日(火)

会
場

○(北海道)

15:15 男子2回戦

日体大OB 120 55 長野教員

(長野県)●
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日体大OB 長野教員
No. 得点 3P 2P FT Ｆ R As No. 得点 3P 2P FT Ｆ R As

4 ＊ (C) 18 1 7 1 3 5 1 4 - - - - - - -

5 - - - - - - - 5 8 2 1 0 3 1 1

6 - - - - - - - 6 9 0 4 1 2 2 1

赤 羽 康 隆

井野口 毅

－ －

松 尾 諭

浦 崎 楽

白川部 元

選　手　氏　名 選　手　氏　名

奥 原 貴 彦

－ － － －
OT1 OT2

タイム・アウト（経過時間） タイム・アウト（経過時間）
１Ｑ・２Ｑ ３Ｑ・４Ｑ OT1 OT2

－09:19 16:39 35:26 －
１Ｑ・２Ｑ ３Ｑ・４Ｑ

14:04 － －
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6 - - - - - - - 6 9 0 4 1 2 2 1

7 ＊ 5 0 2 1 3 2 2 7 6 2 0 0 0 1 4

8 - - - - - - - 8 ＊ 0 0 0 0 3 0 0

9 ＊ 45 1 20 2 0 4 2 9 2 0 1 0 3 0 2

10 3 1 0 0 0 1 0 10 ＊ (C) 0 0 0 0 0 1 0

11 - - - - - - - 11 - - - - - - -

12 - - - - - - - 12 4 0 2 0 0 1 0

13 ＊ 21 0 10 1 2 13 3 13 ＊ 2 0 1 0 3 0 0

14 ＊ 25 1 11 0 3 16 1 14 ＊ 13 1 5 0 2 1 1

中 村 伸 裁

井野口 毅

守 矢 雅 樹

宮 本 宣 明

吉 澤 匠

T.ｺｰｴﾝﾎｰｳﾞｪﾝ

清 水 覚 大

松 尾 諭

福 澤 晃

市 岡 祥 一

小 谷 拓 実

西 野 純

田 畑 亮

渡 辺 卓

冨 士 将 司

関 原 大 治

小 野 徹

津 田 亮 太
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14 25 1 11 0 3 16 1 14 13 1 5 0 2 1 1

15 - - - - - - - 15 8 1 2 1 2 0 1

16 - - - - - - - 16 ＊ 3 1 0 0 2 0 0

17 3 0 1 1 1 2 0

18 - - - - - - -

120 4 51 6 12 43 9 55 7 16 2 20 7 10

＊…スターター　(C)…キャプテン　3P…3点シュート　2P…2点シュート　FT…フリースロー　Ｆ…ファウル　Ｒ…リバウンド　As…アシスト

清 水 覚 大

中 村 典 之

清 水 純

野木村 誠佐 藤 良 太

コーチ 宮 本 宣 明

合計 合計

西 野 純

依 田 隆 志岩 本 恭 明

白川部 元 コーチ
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戦　　評

両チームともマンツーマンディフェンスで試合が始まる。長野はアウトサイドのシュートが中心で攻める

がシュートがなかなか入らない。これに対し、北海道はインサイドにボールを集め着実に得点を重ねてい

く。残41秒、長野はたまらずTO。しかし流れは変わらず28-10で1Q終了。2Q、北海道＃13・＃14のインサイド

陣の猛攻と、フォワード＃9のスピードに乗った攻撃は止まらず、リードは2マークにひろがった。しかし、

長野も速攻で反撃し、55-29の北海道リードで後半に折り返す。

3Q、立て続けに北海道が得点を重ね一気にリードをひろげる。北海道の勢いは終始衰えず、3Qは88-38で終
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両チームともマンツーマンディフェンスで試合が始まる。長野はアウトサイドのシュートが中心で攻める

がシュートがなかなか入らない。これに対し、北海道はインサイドにボールを集め着実に得点を重ねてい

く。残41秒、長野はたまらずTO。しかし流れは変わらず28-10で1Q終了。2Q、北海道＃13・＃14のインサイド

陣の猛攻と、フォワード＃9のスピードに乗った攻撃は止まらず、リードは2マークにひろがった。しかし、

長野も速攻で反撃し、55-29の北海道リードで後半に折り返す。

3Q、立て続けに北海道が得点を重ね一気にリードをひろげる。北海道の勢いは終始衰えず、3Qは88-38で終

了。4Q、北海道はベンチメンバーも奮闘し、試合を上手くコントロールし、結局120-55で北海道は勝利し

た。北海道のフィジカルの強さ、忠実なオフェンスリバウンドと、技術の高さが際立った試合であった。
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